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創 flJ の 辞*

慶慮義塾大皐工皐部長

ヱ皐博士丹 羽 重 光斡

度慮義塾大墜工皐部の前身なる藤原工業大撃が藤原銀次郎Jt生によりて創立せられ，そ

の諜科の卒業生を墜部へ最初に入事せしめ?このは，昭和十七年四月であっ?こ。自来今日に

至るまで，年を閲すること六年になるが，その間我ヱ製部の教授助教授は工接部ο教育並

に研究施設の完成に努力し，之が略共目標を建し?こ頃には，太平洋戦争ば釜々激烈となり，

然かも戦勢は務失敗色が濃くなって，迭に校舎は戟火の?こめに烏有に蹄し?このであっ?こ臼

共後というものは，彼方此方に事事々と俄校舎で僅かに教育と研究とをつどけ，今宵我等は

腰を落付けて勉強を得すべき本校合や十分なる研究設備を持?こぬのである。斯かる最悪の

環境に在って，我工芸主部の数授助数授等は甚大なる不便を忍ぴつ〉出来得る限りの研究を

づピけ，相営の成績を翠げ得?こものが少くない。従って陸部内に於いて之が後表摂関を持

も?こいとの希望が漸次高まって来?こ。併し終段後の圏内情勢では，用紙獲得の不自由や印

刷の不便などで新に冊子を後行することは頗る困難で，荏存途に今日に至つ?このである。

然るに今問漸〈機を得て本誌を刊行するを得るに至つにことは我等の大に欣快とするとこ

ろ-eある D

我工率部ば現在では僅に機械工皐科，電気工皐科，庭用化墜科の三墜科と庭用物理皐の

講座を有するに過ぎないから，自然本誌に載せられる論文の内容も営分は之等の専門lこ属

するものを主とすることになるであろう口又用紙の窮窟な?こめに議行度数も年四同ο季刊

と得し，且つ毎競三十二頁.に限定することを飴義なくされ1:。所。如〈本誌は頗る貧弱な

ものではあるが，之に由って工堅界に幾分でも寄興することが出来れぽ我等の本懐とする

ところであり，更に叉藤原先生の濁力を以て藤原工業大事を創立せられ?こる崇高な御理想、

の一端をも賓現せしむるに資すると云い得るであろう口

* An address to the first issue. 料 ShigeteruNiwa， Dr. Eng. Prof. Desn of Faculty 
Qf Engineぽ ing，Keiogijuku University. 
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